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(57)【要約】
【課題】猫用のトリミングや治療などで噛みつき防止具
を犬用の口輪で代用すると、前肢で引っかけてすぐに取
り外されてしまうという課題があり、丸顔動物用に改良
した口輪も猫と目が合うことで威嚇されるという課題が
あった。
【解決手段】一方を開口してなる丸顔動物の頭部全体を
収納する収納部本体と、収納部本体の開口部に連接して
なる収納調節部とを有し、収納調整部は丸顔動物の頭部
の大きさに合わせて自在に変形できるカバーと、カバー
を丸顔動物に固定するための固定部からなり、丸顔動物
の頭部全体を覆うことで、丸顔動物は取り外すことが出
来なくなり、かつ、収納部本体を被せることにより使用
者と丸顔動物が目を合わさないため丸顔動物が大人しく
なる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方を開口してなる丸顔動物の頭部全体を収納する収納部本体と、前記収納部本体の開
口部に連接してなる収納調節部とを有し、前記収納調整部は丸顔動物の頭部の大きさに合
わせて自在に変形できるカバーと、前記カバーを丸顔動物に固定するための固定部からな
る丸顔動物用噛みつき防止具。
【請求項２】
　丸顔動物用噛みつき防止具本体の表面を硬質素材で構成し、前記硬質素材の表面は平滑
に形成することにより丸顔動物の爪が滑るようにしてなる請求項１項記載の丸顔動物用噛
みつき防止具。
【請求項３】
　丸顔動物の頭部に、全体を収納する収納部本体を、被せた時に使用者と目を合わせられ
ない位置に、空気孔を有した請求項１項または２項記載の丸顔動物用噛みつき防止具。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、丸顔動物の噛みつき防止のための丸顔動物用噛みつき防止具に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来の動物の噛みつき防止は一番種類の多い犬の顔の形に合わせて作られているものが
多く、用途は犬の噛みつき防止として着用するものであった。いわゆる犬の口輪である。
一方、猫の様な丸顔の形に合わせた丸顔動物用噛みつき防止具というのは一般的に使用さ
れておらず、噛みついてくる丸顔動物、例えば猫には犬用の口輪を使うしかなかった。　
【０００３】
　近年、この丸顔動物用噛みつき防止、もしくは、口を固定するものとして犬のように顔
が長い動物の口輪ではなく、丸顔の顔にあった口輪のような物が提案されている。（特許
文献１参照）
また、従来の動物の口周りを囲うものとして保護カラーがあり、保護カラーの大きな開口
部を塞いで覆いを設けた動物用保護カラーが提案されていた。（特許文献２参照）
　また、目隠し付きの口輪も提案されているが、犬のように、顔が長い動物用のために提
案されているもので、丸顔動物には、装着が難しいものであった。（特許文献３参照）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－６０８７９号公報
【特許文献２】特開２０１１－１３０６８４号公報
【特許文献３】登録実用新案第３１１１６４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　丸顔動物（以下、猫の場合で説明する）に犬用の口輪を装着すると猫の顔の形に合わず
、たとえ、猫の頭部の大きさに合わせた犬用の口輪を猫に装着しても、猫は前肢が器用で
爪で口輪を引っ掛けたりして、すぐに犬用の口輪を取り外してしまうという課題があった
。
また、猫のトリミングや動物病院などで治療する際には、猫は目の前に見えている人に対
して威嚇して噛みつこうとするため、提案されている丸顔動物用の口輪では扱いは簡単で
はないという課題があった。
【０００６】
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　さらに、猫は前肢が器用で口輪を取り外そうとするので口輪に猫の爪が引っかかり、取
れてしまうという課題があった。
一方、猫の前肢で取れないようにするためのエリザベスカラーに覆いを設けたものが提案
されているが、目が使用者と合うと猫は威嚇するため、扱いは困難であった。即ち、一般
的に猫は目を合わせると威嚇するタイプが多くあり、同様に装着時も威嚇などで手間がか
かり、最後は防ぎきれない場合があった。
【０００７】
　本発明はこのような従来の問題点である、猫が前肢の爪を使って噛みつき防止具又は口
輪などを取り外さないように、かつ、猫が威嚇しないで、おとなしくなるような丸顔動物
用噛みつき防止具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、一方を開口してなる丸顔動物（例えば猫のような動物）の頭部全体を収納す
る収納部本体と、収納部本体の開口部に連接してなる収納調節部とを有し、収納調整部は
丸顔動物の頭部の大きさに合わせて自在に変形できるカバーと、カバーを丸顔動物に固定
するための固定部からなる。
【０００９】
　また、丸顔動物用噛みつき防止具本体の表面を硬質素材で構成し、硬質素材の表面は平
滑に形成することにより丸顔動物の爪が滑るようにしてなる。　　　
【００１０】
　さらに、丸顔動物の頭部全体を収納する収納部本体を被せた時に使用者と目を合わせら
れない位置に空気孔を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の効果は噛みつく猫に本発明の丸顔動物用噛みつき防止具を被せることにより猫
と目が合い威嚇されることなく、また、爪が引っかからない素材とすることにより、前肢
の爪などで引っかけて丸顔動物用噛みつき防止具を取り外してしまうことをなくすことで
、安心して丸顔動物の猫のトリミングや動物病院などでの猫の治療ができるようにする効
果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例１における外観側面図である。
【図２】本発明の実施例１における外観正面図である。
【図３】本発明の実施例１における装着後の外観図である。
【図４】本発明の実施例１における猫に被せた外観図である。
【図５】本発明の実施例２における外観側面図である。
【図６】本発明の実施例２における猫に被せた外観図である。
【図７】本発明の実施例３における外観側面図である。
【図８】本発明の実施例３における猫に被せた外観図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００１３】
　図１は、本発明の丸顔動物用噛みつき防止具の実施例１の外観側面図である。
【００１４】
　図１において１は外部を視認出来ない不透明な、もしくは、半透明で変形し難い硬質素
材で形成してある猫の頭部全体を収納する収納部本体で、略球形をしている。２は頭部全
体を収納する収納部本体１の空気孔、３は収納部本体１を猫（図示せず）の頭部に被せた
時に猫の首部周囲に装着する収納調整部、４は収納調整部３で首の大きさや太さに応じて
自在に変形できるカバー、５は収納調整部３のカバー４を猫の首の大きさに合わせて固定
する固定部である。固定部５はカバー４の開口してある部分に設け、装着ひも６と装着ひ
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も６で首の大きさに合わせた後固定する固定具７とからなる。なお、収納本体１は形を固
定できる程度の硬質素材で構成してあり、本実施例１では硬質の樹脂である。かつ、硬質
樹脂の表面は平滑で、猫の爪が滑るように形成してある。カバー４も同様に樹脂の布製で
できており、猫の爪が引っかからない滑りやすい表面処理をした表面材を使用している。
なお、カバー４の一方は頭部全体の収納部本体１と周囲固定されており、他方は猫の頭に
被せるために開口してある。
【００１５】
　図２は収納部本体１を上から見た外観図である。空気孔２は猫の目が外を見ることがで
きない、かつ、目を合わせられないところに設けてある。ここでは3か所に設けてある、
空気孔２は猫が呼吸をできればよいので、必須ではないが隙間から空気を取り入れるより
確実性があるため、本実施例１では猫の目が外を見ることができない位置に設けてある。
上記の構成により収納部本体１は猫の大きさに比べ大きく、かつ自在に変形するカバー４
により猫の頭部を覆うことができる。以下、図１、図３、図４にて説明する。
【００１６】
　図３は収納調整部３を猫の頭部に合わせて閉じた外観図で、図４は猫に被せた状態を表
している。猫に装着するときには図１に示すように、固定具７で装着ひも６を緩め、カバ
ー４を広げて猫の頭部に被せて、その後、図３または図４に示すように猫の首の大きさ、
太さに応じてカバー４を閉じる方向に装着ひも６を巾着方式のような形で絞り、猫の首部
周囲で固定具７にて固定する。
【００１７】
　頭部全体の収納部本体１は略球形がベストであるが、略円柱形、変形しない、または変
形しにくい樹脂製等で作られている。また、猫の顔の形に合わせた部分的なラクビーボー
ル型に成型して形を構成してもよい。いずれも前肢で外れない形状、すなわち引っ掛かり
部分を少なくして猫の前肢で取られない構成であればよい。従って、樹脂成型すれば猫の
顔の形状に合わせて多少の凹凸があっても構わない。
【００１８】
　実際に被せた状態を示すと、図４でわかるように猫の首から上がすっぽりと全部被さる
ようになっている。頭部全体を収納する収納部本体１が略球形、そして、収納調整部３は
猫の爪に引っかからないような滑らかな素材としてあるので、トリミングや動物病院での
治療をいやがって、前肢で外そうとしても前肢が引っかかるところがなければ、爪がひっ
かかる個所もないので、外そうとしても外れないようになっている。
【００１９】
　猫は首部周囲のところで装着ひも６にて固定された頭部全体の収納部本体１を被ること
により、空気孔２があるため呼吸はできるが、頭部全体を覆っている収納部本体１のため
、対応する人間と目を合わさないようになるため、おとなしくなるという効果を有する。
また、トリミングの際、ドライヤーの熱風が、かかるため、中の空気が熱くならないよう
な役割もある。
なお、空気孔２は必須ではなく、装着ひもをゆるく縛ることで、取り外せないようにでき
れば、空気孔２が無くとも呼吸はできる。空気孔２が無いため、猫に被せる時から光が入
らず、早くおとなしくなる。
【実施例２】
【００２０】
　図５に示すように収納調整部３を、合皮・ビニール製・布製などの素材のベルト式装着
部８にすると、自由な配置を確保し、開閉自在に閉めることができ、猫に被せる前は、ベ
ルト式装着部を緩めておき収納部本体１を、図６のように頭部に被せた後、猫の首の大き
さ・太さに応じて、ベルトの穴で調節して閉じると、これもまた、巾着方式のような絞り
口で、猫の首部周囲で固定されるが、ベルト式にすることにより一定の固定状態になるた
め外れる事はなくなる。なお、ベルト式装着部８は実施例１の固定部５に相当する部分で
ある。
【実施例３】
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【００２１】
　図７に示すように、収納調整部３を、面ファスナー式装着部９にすると、自由な配置を
確保し開閉自在に閉めることができ、猫に被せる前は面ファスナー装着部９の面ファスナ
ー１０を緩めて、切り込みが入っているため、広めに開口でき、収納部本体１を頭部に被
せやすい特徴があり、頭部を被せた後、図８のように、猫の首の大きさ、太さに応じて面
ファスナー１０で調節して閉じると、これも、巾着方式のような絞り口で、猫の首部周囲
で固定され、着脱もしやすい特徴もある。なお、面ファスナー式装着部９は実施例１の固
定部５に相当する部分であり、面ファスナー１０は実施例１の固定具７に相当する部分で
ある。
【００２２】
　以上説明してきたように、本実施形態によれば頭部全体を覆う形の決まった収納部本体
１と形を自在に変形できる収納調整部３とから構成され、収納調整部３は猫の頭部の大き
さに合わせて自在に変形できるカバー４と、カバー４を猫に固定するための固定部５から
なっているので、猫に被せる時に猫が使用者に対して威嚇する前に、形の決まった部分を
持って一気に被せることができ、かつ、自在に大きさを変えることができるため、被せる
時、固定する時、取る時も簡単に猫に負担をかけず一気に外せるという効果がある。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　変形し難い硬質素材の頭部全体の収納部本体により猫は目隠し状態になり、かつ、前肢
で取れないことから、猫に対する美容行為、医療行為などの手当てが速やかにできること
から、ペット美容サロンでの猫のトリミングや動物病院での診察などで手軽に使うことが
できる。
【符号の説明】
【００２４】
　１　　収納部本体
　２　　空気孔
　３　　収納調整部
　４　　カバー
　５　　固定部
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